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次にくる若年層とこれからの 200mL献血
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はじめに
輸血医療を支えているのは献血者由来の血液製剤で
あるが，その献血者の数については，コロナ禍におい
ても維持されている．しかし，その中身をみると，こ
れからの献血ひいては輸血医療を支える 10～30代の若
年層の減少が著しく（図 1），輸血医療の将来は暗澹と
していると言わざるを得ない．若年層の人口自体が減
少傾向にあるが，当該年代の献血率が低下しているこ
とから献血者数の減少はそれを上回ることがわかる（図
2）．ここでは，将来の献血を支えるプレ若年層につい
て概観し，献血の入り口としての 200mL献血とその利
用についても触れたい．

Z世代，ゆとり世代，α世代
血液事業においては献血可能となる 16歳から 39歳
を若年層としている．生活者を層別に分析する際に，
日本は地域・人種・言語・宗教・収入などによる差が
他国と比較して小さいことから，年齢による差に注目
した分析が用いられることが多く１），これまで世代ごと
に社会の変遷を反映した名前が与えられてきた（図 3）．
アルファベットによる世代の分類は，欧米で 1965～

80年頃の生まれを X世代と呼んだことに始まる．幼少
期にテレビに親しみ，成人後に携帯電話やインターネッ
トの普及を体験した世代である．次いで 1980年～1995
年頃の生まれが Y世代で，ミレニアル世代とも呼ばれ，
インターネットの発展とともに育った世代である．イ
ンターネット環境が確立された後，おおよそ 1995年以
降に生まれた層が現在の若年層の中核をなす Z世代で
あり，幼少時から身近なデジタル機器を用いて，SNS
などでの情報収集・コミュニケーションを行っており，
それまでの世代とは価値観や行動特性が大きく異なる
とされる．これに続くのが概ね 2010年以降に生まれた
α世代である２）．α世代は生まれた時点で既に SNSやタ

ブレット端末が発展した環境にあり，メタバースなど
のバーチャル空間に対して親和性が高く，オンライン
授業などの教育を受けて育ち，倫理意識や社会貢献意
欲は高いとされている．
一方，わが国では 1987年生まれ以降のいわゆる「ゆ
とり教育」を受けた「ゆとり世代」と呼ばれる世代が
存在する．自分の内的な部分に忠実という特徴があり，
仕事は手段でなく目的化しており，自分自身の充実を
重視する．数年後には，これに続く α世代が献血対象
世代となるが，この世代にわが国独自の特性があるの
か注目されている．

不 登 校
最近の調査３）によると，小・中学校における不登校児

童生徒数は 299,048人に上り，前年度から 54,108人
（22.1％）増加し，その在籍者数に対する比率は前年度
の 2.6％から 3.2％に上昇した．コロナ禍の影響の可能
性があるとはいえ，近年の増加は急激である（図 2）．
不登校は，年間 30日以上の長期欠席者のうち，病気や
経済的な理由による者は除くため，何らかの病名をも
つ者や保健室登校を行っている者などは該当しないこ
とから，これでも実態を反映していないという声は多
い４）．登校困難な児童生徒はその予備軍を含めれば文科
省発表の数倍～10倍近く，すなわち 10％～30%はいる
ものと思われる．不登校の主たる要因は「無気力・不
安」とされているが，ここでは α世代の児童生徒の多
くが不安という心的ストレスを抱えているということ
を指摘しておきたい．

起立性調節障害
不登校はいくつもの要因が複合して起きることが多
い．その要因の一つに起立性調節障害（orthostatic dys-
regulation：OD）がある．ODは，小学校高学年から中
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図 1　献血者数の推移
1990年代半ばから10年程度の間に，10代，20代の献血者数に著しい減少がみられた．
その後，この層の加齢とともに 2010 年頃から 30 代献血者数の明らかな減少がみられ
る．
2012 年以降はそれまでの 50 歳以上を 50 代と 60 代に分けて表示．

図 2　年代別献血率と不登校者数の推移
献血率（%）＝100×当該年代献血者数/当該年代人口　人口は e-Stat 年次 10 月 1 日現
在人口に基づいた．
10 代については，献血可能年齢にあわせて 16 ～ 19 歳の人口とした． 

学生で発症し，朝起きが難しいことから「怠けている」
と誤解されたり，正しく診断されないことも多い．OD
は起立などの体位変動に伴う循環動態の変化を代償す
べき自律神経調節機構が何らかの原因で破綻して多彩
な症状を呈する疾患である５）．注目すべき特徴として，
その発症に心理社会的ストレスが強く関与しているこ
とがあり，ODと不登校とはオーバーラップする６）．OD
は近年増加傾向にあり（図 4），成人期へ遷延すること
もまれではない７）．

予防接種ストレス関連反応 immunization stress-
related response（ISRR）
このような心的ストレスに対して脆弱な集団を抱え
る年齢層に医療的ストレスを加えた場合に何がおこる
のか．その一例が，予防接種のストレスが原因となっ
て生じるストレス反応の包括的概念であるISRRである８）．
ISRRの急性症状には，交感神経系の活性化による急性
ストレス反応と，この反応を代償する形で副交感神経
系が活性化して起こる血管迷走神経反射（VVR）があ
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図 3　各世代と現年齢
各世代の区切りについては明確なものはなく諸説ある．年齢は 2024 年時点のもの． 

図 4　起立性調節障害児童生徒の割合
平成 6年度，平成 14 年度，平成 22 年度児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告
書（日本学校保健会）をもとに作成．

る．ISRRは注射という医療処置を予想するだけで接種
前に生じることもある．さらに，クラスターで発生す
ることがあり，過去には「集団ヒステリー」などと呼
ばれていた．ISRR発症のリスク因子としては，若年
（10～19歳），注射に対する恐怖心，不安障害や発達障
害などが挙げられている．クラスターは学校内などの
限定的でまとまった社会環境や集団接種プログラム中
などに発生する．

これからの若年層献血
次にくる若年層 α世代のすべてが，不安障害を抱え

ているわけではないし，ODを有する者でもない．しか
し，この層の多くが心的ストレスを抱えていることは
容易に想像できる．ビデオが普及した 20年前には，す
でにその長時間視聴が小児の発達に影響を及ぼすこと
が危惧されていた９）．さらに，スマートフォンの普及に

伴って，その使用の低年齢化が進んでいる．0歳児の
1割が情報通信端末の利用経験（動画視聴など）があり，
外来でスマホを自ら操作する 1歳児も普通に経験する
ようになった．乳幼児の長時間のメディア使用は“心
身の発達に必要な時間と経験を奪ってしまう”のであ
り１０），これにより，幼児期の実体験不足を生じ，児が集
団生活を伴う実社会に出た際に心的ストレスを招くこ
とになる．仮想空間での体験をうわまわる実体験をし
ない限り，幼児期のストレスをそのまま抱え，学校の
教室内カーストの中で心的ストレスが増幅されるおそ
れがあるが，α世代はまさにその渦中にあると思われる．

ISRRクラスターは，若年層献血，とくに高校などの
学域献血会場において発生するVVRクラスターにきわ
めて類似している．高校献血の衰退には，保護者・学
校・行政の理解の低さ，授業への支障，400mL献血の
推進など多くの要因が挙げられているが１１），このような
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VVRクラスターの発生も一因と思われる．ISRRは SNS
で拡散する可能性が指摘されており８），SNS依存度の高
い α世代は世代特有の心的ストレス・不安と相まって
献血関連 VVRも発生しやすい素因を備えていると思わ
れる．早期の献血経験はその後の活発な献血行動につ
ながることから１２），学域献血の重要性は言うまでもない
が，今後，初回献血者が多い高校での集団献血の場合
は VVRの発症防止がさらに重要となろう．

200mL献血
高校献血でも 16歳男性と 16～17歳の女性以外は 400

mL献血が可能であり，400mL採血の推進活動も報告
されている１３）．しかし，200mL献血は 400mLより転倒
率が低く１４），循環動態に問題のない採血であることだけ
でなく，少しでも採血に対する不安感をやわらげてVVR
を防止する観点から，当センターでは 2021年度から高
校での初回献血者は基本的に 200mL献血としている．
初回献血終了者の多くは「次回も献血をしたい」と感
じており１５），その後の複数回献血へ繋がることが期待さ
れるが，一度 VVRを経験するとその後の献血行動は低
下する１６）．クラスターが発生した場合は，二次的 VVR
発症者の献血行動も阻害されることから，初回献血は
成功裡に終えていただくことを第一に考え，次の献血
行動につなげたいと考えている．
製造コストからみると，200mL献血から製造される

1単位赤血球製剤も 400mL献血由来の 2単位製剤も採
血・製造コストは変わらず１７），400mL献血の方が経済
的である．ユーザー側の視点でも，1単位製剤は，輸血
バッグの交換や患者確認・製剤確認の手間が増え，副
作用の発生リスクが高くなること等が不利な点として
挙げられている１７）．今後，200mL献血が増加すれば，
その 1単位製剤の増加に直面する．しかし一方で，高
齢患者や心・腎機能低下患者の輸血には 1単位製剤が
適応であること，輸血量の調整のしやすさ，循環負荷
の低減から TACOの防止となることなどがその利点と
されており１７），医療現場に知っていただく努力が必要で
ある．
赤血球製剤は保存期間が 4週間と限られており，ま
た，クロスマッチが必要である．気象変動による離島・
僻地への製剤の搬送困難時や大規模災害発生時など，
時間的あるいは量的に血液製剤が間に合わない可能性
がある１８）．これに対し，2年間室温備蓄が可能で，血液
型不一致や感染症のおそれがなく，いつでも必要時に
投与可能な人工赤血球が開発されており，動物実験で
有効性が，さらに第 1相試験で安全性が示されている１９）２０）．
高校献血は学校のカリキュラムや行事の関係で同時期
に集中しがちであり，一時期に 1単位製剤があふれか
えるという問題があるが，将来，人工赤血球製剤が実

用化すれば 1単位製剤が余剰となってもヘモグロビン
採取原料赤血球として有効利用できる可能性がある．

さいごに
輸血医療を将来も安定して行うためには，次にくる
若年層 α世代の積極的な献血行動が必須である．社会
貢献性が高いと期待できる彼らは献血もいとわないか
もしれないが，その際には VVRの発生，特にこの世代
固有が有する心的ストレスによりクラスターを招く可
能性があり，VVR発症を減じる方策はできる限り実施
すべきと考える．
著者の COI開示：著者は日本赤十字社職員である．
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